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古墳時代前後から後期にいたる遺跡で、現在 14 基の存在を確認している。邪馬

台国の女王卑弥呼の鏡ではないかといわれている「三
さん

角
かく

縁
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獣
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」(※1)が 1 号

墳から出土。そのほか、人骨、鉄器、車輪石(※2)等が出土している。平成 8 年

(1996 年)に国の史跡指定を受ける。 

＜住居跡＞ 

(＊１) 三角縁神獣鏡／縁部の断面が三角形となってい

る古墳時代の鏡の一種 

(＊２) 車輪石／碧玉製の腕輪状の装飾品 

 

＜金毘羅

神社＞ 
＜土器棺墓＞ 

土器を棺に使った

墓。主に乳児用と

考えられており、

中から人骨が見つ

かっている。 

＊遺跡は埋め戻さ

れ、現在その姿を

確認することはで

きない。立ち入り

不可。 

＊写真提供：広島

市文化財団 

＜ガラス玉＞ 

※写真提供：広島市

文化財団 


